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衆
議
院
議
員
田
中
慶
秋
君
提
出
外
国
人
犯
罪
の
防
止
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

物
品
等
（
貴
金
属
そ
の
他
の
物
品
及
び
現
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲

に
お
い
て
、
許
可
、
承
認
等
を
受
け
る
義
務
が
、
物
品
等
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関

税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
輸
出
申
告
を
行
う
と
と
も
に
、
同
法
第
七
十
条

の
規
定
に
よ
り
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
輸
出
に
関
し
て
許
可
、
承
認
等
を
必
要
と
す
る
物
品
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
輸

出
申
告
の
際
に
、
当
該
許
可
、
承
認
等
を
受
け
て
い
る
旨
を
税
関
に
証
明
す
る
義
務
が
、
物
品
等
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者

に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
る
。
海
外
へ
の
盗
品
の
流
出
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
な
い
が
、

例
え
ば
、
警
察
庁
及
び
財
務
省
に
お
い
て
は
、
情
報
交
換
を
よ
り
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
盗
難
自
動
車
等
（
盗
難
の
被
害
に

遭
っ
た
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
輸
出
を
両
者
の
連
携
に
よ
り
阻
止
す
る
た
め
の
対
策
を

実
施
し
て
お
り
、
平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
六
年
ま
で
の
三
年
間
で
千
七
百
三
十
二
台
（
百
七
十
八
台
分
の
盗
難
自
動
車
等

の
部
品
を
含
む
。
）
を
税
関
に
お
い
て
発
見
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



�
に
つ
い
て

外
国
人
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
に
、
物
品
等
の
輸
出
に
対
す
る
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
技
術
面
や
実
効
性

等
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
点
が
多
く
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

不
法
に
本
邦
に
滞
在
す
る
外
国
人
の
収
容
、
送
還
等
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
予
算
で
は
約
二
十
億
二
千

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

次
に
、
外
国
人
の
犯
罪
者
に
係
る
通
訳
及
び
翻
訳
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
法
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
予
算

で
は
約
九
億
四
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
通
訳
に
必
要
な
経
費

と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
予
算
で
は
約
六
億
四
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
行
刑
施
設
に
お
け
る
平
成
十
六
年
末
時
点
の
外
国
人
の
被
収
容
者
数
は
、
六
千
二
十
人
で
あ
る
が
、
食
糧
費
、
光

熱
水
料
、
医
療
費
等
被
収
容
者
の
収
容
に
必
要
な
経
費
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
で
は
被
収
容
者
一
人
に
つ
き
一
日
当
た
り

千
二
百
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
の
受
刑
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
、
国
際
受
刑
者
移
送
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）

二



に
基
づ
き
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、
本
国
で
受
刑
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
合
計
十
名
の
外
国
人
の
受
刑
者
を
本
国
に
移
送
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
政
府
開
発
援
助
（
以
下
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、
政
府
開
発
援
助
大
綱
（
平
成

十
五
年
八
月
二
十
九
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱

は
、
「
援
助
実
施
の
原
則
」
に
お
い
て
、
「
国
際
連
合
憲
章
の
諸
原
則
（
特
に
、
主
権
、
平
等
及
び
内
政
不
干
渉
）
・
・
・

を
踏
ま
え
、
開
発
途
上
国
の
援
助
需
要
、
経
済
社
会
状
況
、
二
国
間
関
係
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
の
上
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
す

る
も
の
と
す
る
。
」
と
し
て
お
り
、
援
助
受
入
国
の
国
民
に
よ
る
我
が
国
に
お
け
る
犯
罪
の
問
題
が
二
国
間
関
係
上
の
問
題

と
な
る
場
合
に
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
施
に
当
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
よ
り
能
動
的
に
、
援
助
受
入
国
側
の
出

入
国
管
理
能
力
の
向
上
や
、
捜
査
能
力
向
上
の
た
め
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
。

三


